
国立大学法人北海道大学

決 算 報 告 書

（平成１９事業年度）

平成20年６月



国立大学法人 北 海 道 大 学

（単位 ： 百万円）

予算額 決算額
差 額

（決算－予算）
備 考

収入

運営費交付金 41,191 41,191

施設整備費補助金 6,984 5,705 △1,279 （注１）

補助金等収入 230 921 691 （注２）

国立大学財務・経営センター施設費交付金 113 113

自己収入 31,598 32,446 847

授業料及び入学金及び検定料収入 10,257 10,334 77 （注３）

附属病院収入 20,879 21,325 445 （注４）

雑収入 462 786 324 （注５）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 10,640 12,680 2,039 （注６）

引当金取崩 239 239 （注７）

承継剰余金 4 4 （注８）

目的積立金取崩 569 569 （注９）

90,758 93,871 3,113

支出

業務費 58,376 58,503 126 （注１０）

教育研究経費 39,578 38,024 △1,553

診療経費 18,798 20,478 1,680

一般管理費 9,754 8,829 △924 （注１１）

施設整備費 7,097 5,818 △1,279 （注１２）

補助金等 230 920 690 （注１３）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 10,640 11,426 786 （注１４）

長期借入金償還金 4,658 4,658

90,758 90,157 △600

3,714

（注記） 「産学連携等研究収入及び寄附金収入等」には、前年度以前からの繰越分３７０百万円が含まれております。
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○予算と決算の差異について

（注１） 施設整備費補助金については、耐震事業の一部が翌年度に繰越となったため予算額に比して決算額が
１，２７９百万円少額となっております。

（注２） 予算段階では予定していなかった補助金（研究拠点形成費等補助金）の獲得に努めたため、予算金額
に比して６９４百万円多額となっております。

（注３） 授業料、入学料及び検定料収入については、主に授業料において在籍学生が増加したため、予算金額
に比して決算額が５０百万円多額となっております。

（注４） 附属病院収入については、看護体制の変更等により、予算金額に比して決算額が４４５百万円多額とな
っております。

（注５） 雑収入については、主に資産運用収入、家畜治療収入、農場研究林収入、版権及び特許権収入等の増
収に努めたため、予算額に比して決算額が１９６百万円多額となっております。

（注６） 予算段階では予定していなかった国（の各組織、特殊法人及び民間）からの受託研究の獲得に努めたた
め、予算金額に比して１，０６１百万円決算金額が多額となっております。

（注７） 退職手当及び賞与の支払いに伴い、相当分について引当金を取り崩したことにより２３９百万円決算額が
多額となっております。

（注８） 承継剰余金については、係争中の訴訟が和解したことにより賠償金相当額を繰り入れたため４百万円決
算額が多額となっております。

（注９） 目的積立金による事業の実施に伴い、見合の経費を繰り入れたことにより５６９百万円決算額が多額とな
っております。

（注10） 業務費については、主に看護体制の変更等による診療経費の増に伴い、予算額に比して決算額が
１，６８０百万円多額となっております。

（注11） 一般管理費については、経費の節減に努めたため、予算額に比して決算額が１，０３３百万円少額となっ
ております。

（注12） （注１）に示した理由により、予算額に比して決算額が１，２７９百万円少額となっております。

（注13） （注２）に示した理由により、予算額に比して決算額が６９３百万円多額となっております。

（注14） （注６）に示した理由により、予算額に比して決算額が９５０百万円多額となっております。


